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技術部門   2016 年 問題 A 

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－２－  

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

※

問 1 に つ い て  

笹 子 ト ン ネ ル 天 井 板 落 下 事 故 を 踏 ま え 、 平 成 2 5 年

を 「 メ ン テ ナ ン ス 元 年 」 と 位 置 付 け た 。 更 に 、 「 今 す

ぐ 本 格 的 な メ ン テ ナ ン ス に 舵 を 切 れ 」 と い う 警 告 を 受

け 、 イ ン フ ラ の 老 朽 化 対 策 と し て 長 寿 命 化 策 が と ら れ

る よ う に な っ た 。  

 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 を 対 象 と し た 、 メ ン テ ナ ン ス 産

業 が 、 広 く 社 会 に 受 け 入 れ ら れ る た め に は 、 国 民 に 必

要 性 を 理 解 し て も ら う 必 要 が あ る 。 イ ン フ ラ は 安 全 ・

安 心 ・ 快 適 な 社 会 に 必 要 不 可 欠 で あ る が 、 予 算 化 に 反

対 意 見 も 多 い 。 維 持 管 理 を し な け れ ば 、 コ ン ク リ ー 構

造 物 は 劣 化 し 、 「 壊 れ る か も し れ な い 」 と い う 維 持 管

理 の 重 要 性 を 社 会 に 広 報 し て い く 必 要 が あ る 。 イ ン フ

ラ の 長 寿 命 化 計 画 を 策 定 し 、 予 算 化 と 計 画 的 な 実 行 を

行 う 。  

 今 後 は 、 限 ら れ た 予 算 内 で 効 率 的 な 点 検 、 経 済 的 な

補 修 が 可 能 な 技 術 開 発 が 必 要 で あ る 。 現 在 ト ン ネ ル の

ひ び 割 れ は 、 近 接 目 視 と 打 音 検 査 の 結 果 を ス ケ ッ チ で

表 現 し て い る が 、 レ ー ザ ー 光 線 を 走 査 し 、 覆 工 面 全 体

の 連 続 画 像 及 び ひ び 割 れ 展 開 図 を 作 成 で き る 計 測 方 法

が あ る 。 こ の 方 法 は 、 ト ン ネ ル を 通 行 止 め し な い で 、

点 検 可 能 な 新 技 術 で あ る 。 ま た 、 通 常 の 方 法 で 点 検 が

困 難 な 橋 梁 に 、 ド ロ ー ン を 活 用 す る 事 も 考 え ら れ る 。

橋 梁 点 検 ロ ボ ッ ト カ メ ラ を 使 用 し て 、 橋 梁 点 検 車 や 足

場 な し に 点 検 す る 方 法 も 開 発 さ れ て い る 。 ま た 、 今 後
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○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。）

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

は 人 工 知 能 を 活 用 し て 、 劣 化 原 因 や 、 最 適 な 補 修 時 期

を 特 定 す る 技 術 開 発 も 期 待 さ れ る 。  

 問 2 に つ い て  

 イ ン フ ラ の 長 寿 命 化 策 を 実 行 す る た め に は 、 コ ン ク

リ ー ト 診 断 士 ( 以 下 診 断 士 ) の 役 割 は ま す ま す 重 要 と な

る 。 維 持 管 理 に 係 る 自 治 体 、 建 設 コ ン サ ル タ ン ト 、 施

工 会 社 の 技 術 者 は 、 診 断 士 の 資 格 を 取 得 す る 必 要 が あ

る 。 診 断 士 は 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 に 関 す る 広 範 で 高

度 な 実 務 経 験 を 有 し 、 そ の 計 画 、 設 計 、 施 工 な ら び に

維 持 管 理 に お い て 適 切 な 技 術 的 判 断 が で き る 事 が 必 要

で あ る 。 具 体 的 に は 、 コ ン ク リ ー ト の 基 礎 知 識 、 点

検 ・ 診 断 技 術 、 劣 化 に 関 す る 知 識 と そ の 補 修 ・ 補 強 技

術 を 理 解 し て い る 事 が 求 め ら れ る 。 ま た 狭 隘 な 箇 所 に

施 工 可 能 か ど う か 、 施 工 に 関 す る 知 識 も 必 要 で あ る 。

さ ら に 、 診 断 士 は 高 度 な 論 理 観 を 持 ち 、 診 断 に 際 し て

は 公 平 な 評 価 を 行 い 、 透 明 性 の 高 い 対 応 が 必 要 で あ る 。

ま た 、 補 修 ・ 補 強 技 術 の 進 歩 は 早 い た め 、 常 に 最 新 の

情 報 の 入 手 に 努 め 、 自 己 研 鑽 を 行 っ て い か な け れ ば な

ら な い 。  

 診 断 士 の 資 格 は 、 取 得 し て か ら 更 な る 研 鑽 を 行 い 、

資 格 に 恥 じ な い 行 動 を と る 事 が 重 要 で あ る 。  


